
 
 

人文学基礎（人文学と対話）第４回 

「人文学は役に立つのか」 
現代における人文学の課題

主担当教員：高橋　綾（人文学林　講師） 
副担当教員：火曜 菅原裕輝先生（人文学林）木曜 西村高宏先生（人文学専攻） 

TF：火曜　陳凱歓さん（言文）　水曜　村井勇輝さん（外国学） 
TA：火曜　チョスンヨンさん（日本学）水曜　春川千潮さん（言語文化学）　 

木曜　阿部悠太さん（人文学）・泊慎太朗さん（日本学）



授業の目的と内容
【目的】 
現代における人文学の課題について、それぞれの人が立ててきた問い（問題
意識）を聴きあい、お互いの語りや考え方から学び合う 

【内容】 
1.はじめのミニワーク　”発声練習”（15分） 
2.今日のワークの説明（20分） 
3.対話型ワーク④　 
現代の人文学における課題について「言いっぱなし聞きっぱなし」の
形式で対話と探究を行う（50分） 

4.ふりかえりシートの提出および授業に関する連絡（5分） 



、

はじめのミニワーク　”発声練習” 

（１）誰かが簡単・簡潔に答えられる質問（できればその人らしさがわかるものがよい）をします。 
（２）名前を呼ばれた人は、「私の名前は〇〇です、質問への答えは～～です」と最初の質問への答えを短 
　　　く、一言で答えてください。 
　　　（この時点で、その日の授業への参加に支障がある場合は申し出てください） 
（３）自分の番が終わったら、次の人を指名します。この時、自分の番が回ってきていない人は、指名する 
　　　人がわかりやすいように、手を上げるなどのアピールをしてください。 
（４）全員が話し終えるまで、これを繰り返します。 

今日の質問は、「                                                   」です。この質問に答え、
ジェスチャーをしながら次の人を指名してください。 



対話型ワーク④ 
現代の人文学における課題について 
「言いっぱなし聞きっぱなし」の 
形式で対話を行う



◆ アルコール依存症の人の回復のための自助グループ、AA（Alcoholics Anonymous）から生まれた、ミーティン
グ・話し合いの方法。今日のワークの形式はこの方法をやや変形したものです。 

◆ クロストークや議論は行わず、それぞれの参加者が話したいこと、他の人とシェアしたいことを順番に話してい
くだけであるが、シンプルな方式であるからこそ、さまざまな他者の語りを「聴くことを通じた学び・気づき」
の体験ができる 

◆ 「問答」とならんで「言いっぱなし聞きっぱなし」はある種、対話の原点であると言える 
◆ クロストークで問題の解決や意見の正否を決める「議論 Discussion /Argumentation」では、自分の言いたい
ことを効果的に主張することに関心が向きがちで、相手の言いたいことをよく理解することや、自分と他の人と
の語り方や考え方の違いに注意が向けられないことも多い 

◆ 「対話 Dialogue」においては、自分の意見を認めさせることや早く答え・結論を出すことではなく、多様な他
者の語りnarrativeから何かを学び、気づきをえること、自分たちのしていることについての意味や理解を共有
し、深めることが重要である 

◆ 「人文学は役に立つのか？」／現代における人文学の課題（事前学習動画）について、自分の〈問い〉を立て、
その〈問い〉を思いついた背景や〈問い〉についての考えを「言いっぱなし聞きっぱなし」形式で話す 

「言いっぱなし聞きっぱなし」さまざまな他者の語りを聴くことを通じた学び

https://www.naturegame.or.jp/field-note/lifestyle/008284.html

森の中で聴こえる
音に耳を澄ますよう
に、いろいろな人
の語りに耳を傾
け、違いを聞き分
けてみよう



【ワークの進め方】大きなグループ（8~9人程度）で「言いっぱなし聞きっぱなし」
形式で対話をします 
（１）最初に発言する人は「私の（呼ばれたい）名前は〇〇です」と自分の名前 
　　　を言う。他の人はミュートを解除し「〇〇（さん）」と名前を呼ぶ。 
　　　自分の名前を言った後に「せーの」と言うと他の人が反応しやすい。 
（２）発言者は次に事前学習動画を見て、自分が立ててきた〈問い〉をチャット 
　　　に書く。 
（３）チャットに書いたら、発言者が「自分の問いは『・・・・』です」と〈問い〉 
　　　を読み上げ、その〈問い〉を考えた理由や背景、〈問い〉についての自分の考 
　　　えを話す（それぞれの人が、長くて4~5分くらい話すことができる） 
（４）発言者は話し終えたら、次の人を指名する→指名された人は（１）（２）を話 
　　　して、全員が話し終えるまでこれを続ける 

現代の人文学における課題について「言いっぱなし聞きっぱな
し」の形式で対話を行う（１）



【注意点】  
・自分の番のときは、テーマや〈問い〉に関係することであれば、何でも自由に話してよい。ただし、今回は他の人
が質問できないので、他の人にわかりやすく話すことを心がけること。 
・順番が回ってきたときに心の準備ができていない場合は「後に回してください」と言ってよい。逆に早めに話す順
番を済ませたい人は、挙手してもかまわない。 
・事前課題として書いてきたものがある場合、それをただ読み上げるのはなるべく避け、他の人に語りかけることを
重視してください。 
・先に話した人の意見への言及、同意や反論・異論を表明することはしない、自分の意見だけを述べてください。 
・すでに似た内容が話されていてもかまいませんので、自分なりの言い方で言ってみてください。 
・ワーク・対話の性質上、一般論（誰でも言えるようなこと）や人の意見の引用だけではなく、できるだけあなたか
らしか聞けないこと（自分の専門や文化背景の具体例）やあなたらしい言い方で話をするようにしてください。 
・聴いている時は、今回のワークでは聞き返す（質問）することはできません。ただし、軽くうなづくなど、リアク
ションがあるほうが、話している人が安心する場合が多いです。 

現代の人文学における課題について「言いっぱなし聞きっぱなし」の形式で対話を行う（２）

【このワークのポイント、参加のコツ】 
・聞く時は聞くこと、話す時は話すことに「集中」する 
・自分や他人の発言を比較、評価しない。ただし、他人の話を聞いた反応として自分の中に
起こることにはすこし目を向けられるとよい 
・自分が話す時は、たくさんのことを準備して話すというより、言いたいことを一つに絞り
そのことをきちんと伝えることに集中する 
・話し方（うまく話せているか、日本語として適切か）ではなく、話す内容に集中する 

他のことを考えず、今自分 
がしていること（聞く、 
話す）に集中してみましょう



、

議論　Dis-cussion

議論においては、たがいの「前提Assumption」
に気づかず、それを押し付け合ったり、それぞれ
がちがう関心で違うことについて話しているた
め、互いの間に共有する部分を作ることがなく、
ばらばらになったまま

Dis-cussionの-cussionには、物事を壊すという
意味がある 
議論をする人はそれぞれの立場に「ばらばらに
なって」いて、共有するものはない※

対話　Dia-logue（Dia-logos）
Dia-logosとは、あるものとあるものの間（dia）にlogos
（言葉、意味）が「共有されている」という状態である 
※古代ギリシア語で“dialogos”は「ロゴスを通って」という
意味）

対話においては、お互いに聴きあい、理解すること、
それぞれが自分の「前提」に気づくことを通じて、そ
れぞれの人の考えの違いはあっても、同じもの
（フォーカス）を見つめ、共有し、話し合う

※ D.ボーム 『ダイアローグ　対立から共生へ、議論から対話へ』、英治出版、2007

【参考】対話dialogueと議論discussionの違い（1）



【参考】対話dialogueと議論discussionの違い（２）
対話と議論は、まったく異なるルール（考え方）や目的のために行われる、種類の異なるゲームであると考えた
ほうがよい。対話のなかでは、みなさんが慣れている（と思われる）議論とはちがうやり方で探究することに挑
戦してみましょう

議論　Discussion/ Argumentation 対話 Dialogue

参加者 個的・理性的存在 身体、感情をともなう関係的存在

参加のモード 客観的、分析的、論争的 共感ー共同的、受容ー肯定的

目的 真理の探究、問題解決、合意 相互理解、意味の共有、自己変容

志向 イシュー志向 パーソン志向

知のタイプ 対象知、分離 自己知、包摂

楽しみかた
競技型スポーツ 

（勝負が問題でスタープレーヤーが有効）
協力型スポーツ／ハイキング・集団登山 

（全員が協力し、ともに体験するプロセスが重要）



ふりかえりシートの記入および 
次回の事前学習について



◆今回も、今日の対話を振り返って、ふりかえりシート
を記入し、提出してください。今回のワークの形式
上、実行する場面がない項目（4,8,9）については無
記入でも前回と同じ評価でもかまいません　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

◆今回は、（３）の項目に、あなたが立ててきた〈問
い〉や他の人の〈問い〉や意見を聞いて、気づいたこ
と、考えたことを書いてください　　　　　　　　　　　　 

◆第５回の事前学習として、テーマ「人文学とデジタル
化」についての背景知識を解説した事前学習動画を視
聴し、このテーマに関する自分の〈問い〉を考えてき
てください 

◆クラスのCLEのページに、第２回の対話をもとに作成
した他己紹介スプレッドシートのURLが掲載されま
す。他の受講者を理解するのに参考にしてください。
自分の紹介について修正や削除をしてほしい場合は、
ティーチングスタッフまで連絡をください。 

　　　　　　　　　

ふりかえりシートの記入・提出について


